































































































































































表 1 いじめ自殺件数（1979年から 2005年までの男女別とその合計）
1979 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92
男子 1 2 0 1 1 7 9 2 2 3 3 1 1 4
女子 0 0 2 1 0 3 7 3 2 3 1 2 2 1
不明 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0
計 1 2 2 2 2 11 16 5 4 6 5 3 3 5
93 94 95 96 97 98 99 2000 01 02 03 04 05
男子 5 11 7 3 3 9 4 5 1 1 0 2 1
女子 1 3 4 3 2 3 0 1 0 1 1 1 2
不明 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
計 6 14 11 6 5 13 4 6 1 2 1 3 3



















なる。一方で、人口 3万人未満の町村で起こった事例は 22件、3万人以上 10
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絵画は、視覚による認識をより直截的に表現する手段である。ゴヤが「1808

























































は、それから K に金をせびるようになる。K から得た金で、友人たちは、
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は、2006年 2月 18日（土）から 2006年 2月 20日（月）まで調査を実施
し、男女 20代、30代、40代、および女性 50代以上では各 52名、男性の 50
代以上は 53名で、合計 417 名（男性 209 名、女性 208 名）から回答を得
















画再生ソフトである Real Player あるいは Windows Media player は、必要に
応じて無料でダウンロードできる。なお、画面の大きさは、ナローバンド 120
pixel×160 pixel、ブロードバンド 240 pixel×320 pixel である11）。
アニメ視聴後、モニタは、アニメに関する質問項目に対して回答する。視
聴したアニメに関する質問項目は、グループインタビューの回答を参考に構



























3 お金を発見 K の家 K の家でお金を発見。遊びに使うことに K が
同意。












8 蹴る K の家の玄関 時間通りに戻らなかったことを怒り、A が K
を蹴る。







11 川遊び 川 川でおぼれさせられそうになる。














































うことに K が同意するというシークエンス 3では（資料 1）、「親のお金を
勝手に持ち出している」という K に対する批判、「人の家で勝手にお金を見
つけたりするのはよくない」という K の友人たちの行動に対する批判、「お
金の管理が甘すぎる」という K の親に対する批判が出ている。K の友人 A
が K を蹴る場面〔シークエンス 8〕や、K が A らに川でおぼれさせられそ
うになる場面〔シークエンス 11〕（資料 2）のような物理的暴力が行使され
る場面でも、「暴力は良くない」というような「批判」的な意見が多く見ら
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さらに彼女は、「自分も同じような経験がある」と述べ、一時間以内で買い
物をして返ってこいと遠くのスーパーに買い出しに行かされ、時間内に戻る












































シークエンス 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計
1教訓 0 0 4 2 5 1 0 0 0 0 0 1 13 13
2提言 3 2 14 9 14 6 9 13 21 4 9 26 130 130
3批判（こどもたちへの） 7 1 32 27 17 20 4 1 1 14 2 6 132
672
3批判（K への） 3 7 12 2 13 4 24 6 2 1 4 20 98
3批判（友人への） 6 14 47 26 28 22 36 58 28 24 62 15 366
3批判（おとなへの） 18 1 5 7 5 16 3 0 12 3 1 5 76
4傍観者的意見 15 17 50 27 30 39 31 27 20 29 25 19 329 329
5制作者への疑義 5 4 19 18 18 18 7 12 5 8 12 15 141 141
6中立的意見 10 1 10 3 3 2 1 5 2 1 6 6 50 50
























































ループインタビュー（2005年 3月 14日実施）。アニメーター 10名へのグループ
インタビュー（2005年 10月 7日実施）。大学生へのグループインタビュー（2005
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■Abstract
Firstly, this document attempts to answer the question of how to write, in a
sociological sense, about negative experiences (suicide as a result of bullying in
particular) that the victims are unable to speak about even if they wish to; and, in
doing so, aims to explain the way in which animation came to be used as a new
sociological method of expression. Secondly, it outlines the methods employed to
survey viewers of an actual anime film concerning suicide as a result of bullying,
with a focus on internet-based surveys in particular. Finally, this document analy-
ses the results of that survey.
People who commit suicide as a result of bullying choose to die rather than
tell their families about the violence they are subjected to. The data obtained from
internet research leads to the hypothesis that such people implicitly detect that,
even if they spoke of their experiences, many of the people around them would
listen but remain detached or simply spout vague, morality-based opinions, and
therefore decide to keep it to themselves.
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